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は
犯
則
物
件
の
輸
入
地
若
し
く
は
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
関
の
税
関
職
員
）」と
、「
国
税
局
の
当
該
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
国
税
局
の
当
該
職
員
（
税
関
職
員
が
最
初
に
発
見
し
た
と
き
は
、
当
該
発
見
地
又
は
犯
則
物
件
の
輸
入
地

若
し
く
は
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
関
の
税
関
職
員
）」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、
当
該
家
屋
に
」
を
「
に
は
、
当
該
家
屋
に
」
に
、「
場
合
は
」を「
場

合
に
は
」
に
、「
行
わ
れ
た
日
に
お
い
て
家
屋
の
取
得
が
な
さ
れ
た
」
を
「
行
わ
れ
た
日
に
お
い
て
家
屋
の
取
得
が
あ

つ
た
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
な
さ
れ
た
」
を
「
あ
つ
た
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
の
専
有
部
分
」
を
「
に
規
定
す
る
専
有
部

分
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
専
有
部
分
」
と
い
う
。）」
に
、「
に
お
い
て
は
」
を「
に
は
」に
、「
一

む
ね
の
建
物
」
を
「
家
屋
」
に
、「
共
用
部
分
」
を
「
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
共
用
部
分
（
次
項
及
び
第
六

項
に
お
い
て
「
共
用
部
分
」
と
い
う
。）」
に
、「
に
規
定
す
る
計
算
の
例
に
よ
つ
て
算
定
し
て
得
ら
れ
る
」
を
「
の
規

定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
」
に
、「
天
じ
よ
う
」
を
「
天
井
」
に
、「
程
度
等
」
を
「
程
度
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る

事
項
」
に
、「
次
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
に
よ
つ
て
あ
ん
分
し
て
」
を
「
に
よ
り
按
分
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十

一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
、「
が
さ
れ
た
」
を
「
が
あ
つ
た
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と

し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
に
お
い
て
は
」
を「
に
は
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に

よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
の
」
を
削
り
、「
に

お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、「
同
条
第
二
項
の
」
を
削
り
、「
同
法
」
を「
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
」

に
、「
に
規
定
す
る
計
算
の
例
に
よ
つ
て
算
定
し
て
得
ら
れ
る
」
を
「
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
」
に
、「
に
よ
つ

て
あ
ん
分
し
て
」
を「（
居
住
用
超
高
層
建
築
物
に
係
る
共
用
部
分
の
み
の
建
築
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
前
項
各
号
に

定
め
る
専
有
部
分
の
床
面
積
の
当
該
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
全
て
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
対
す
る
割

合
）
に
よ
り
按
分
し
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
で
あ
つ
て
、

複
数
の
階
に
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
専
有
部
分
の
個
数
が
二
個
以
上
の
も
の

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
居
住
用
超
高
層
建
築
物
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
専
有
部
分
の
取
得
が
あ

つ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
専
有
部
分
の
属
す
る
居
住
用
超
高
層
建
築
物
（
建
物
の
区

分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
部
分
と
さ
れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
。）の
価
格

を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
専
有
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
専
有
部
分
の
床
面
積
の
当
該
居
住
用

超
高
層
建
築
物
の
全
て
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
対
す
る
割
合
（
専
有
部
分
の
天
井
の
高
さ
、
附
帯
設
備

の
程
度
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
著
し
い
差
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
違
に
応
じ
て
総
務

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
割
合
を
補
正
し
た
割
合
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
按
分
し
て
得
た
額

に
相
当
す
る
価
格
の
家
屋
の
取
得
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

一

人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分

当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
（
当
該
専
有
部
分
に
係
る
建
物
の
区
分
所

有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
者
（
次
項
に
お
い
て
「
区
分
所
有
者
」
と
い
う
。）

が
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
一
部
共
用
部
分
（
附
属
の
建
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）で
床
面
積
を
有
す
る
も
の

を
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
一
部
共
用
部
分
の
床
面
積
を
同
法
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例

に
よ
り
算
入
し
た
当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
全
国
に
お
け
る
居
住
用
超
高
層
建
築

物
の
各
階
ご
と
の
取
引
価
格
の
動
向
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
正
し
た
当
該
専
有
部

分
の
床
面
積

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
専
有
部
分

当
該
専
有
部
分
の
床
面
積

第
七
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
十
三
条
の
二

第
八
項
及
び
第
九
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
九
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
四
第
五
項
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
八
項
及
び
第
九
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
九

項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
三
十
九
及
び
第
七
十
三
条
の
四
十
並
び
に
第
二
章
第
四
節
第
五
款
を
削
る
。

第
二
章
第
五
節
第
四
款
を
削
る
。

第
七
十
五
条
の
二
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
九
号
」

を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
六
節
第
四
款
を
削
り
、
同
節
第
三
款
中
第
九
十
六
条
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
十
七
条
か
ら
第
百
二
条
ま
で

削
除

第
二
章
第
六
節
第
五
款
の
款
名
中
「
交
付
」
を
「
市
町
村
に
対
す
る
交
付
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
見
出
し
を
削
る
。

第
二
章
第
六
節
第
五
款
を
同
節
第
四
款
と
す
る
。

第
二
章
第
七
節
第
五
款
を
削
り
、
同
節
第
四
款
中
第
百
三
十
八
条
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
百
三
十
九
条
か
ら
第
百
四
十
二
条
ま
で

削
除

第
二
章
第
七
節
第
六
款
を
同
節
第
五
款
と
す
る
。

第
二
章
第
七
節
の
二
第
四
款
を
削
り
、
同
節
第
三
款
中
第
百
四
十
四
条
の
五
十
三
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
百
四
十
四
条
の
五
十
四
か
ら
第
百
四
十
四
条
の
五
十
九
ま
で

削
除

第
二
章
第
七
節
の
二
第
五
款
を
同
節
第
四
款
と
す
る
。

第
百
七
十
条
か
ら
第
百
七
十
七
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
七
十
条
か
ら
第
百
七
十
七
条
ま
で

削
除

第
二
百
三
条
か
ら
第
二
百
三
十
五
条
ま
で
及
び
第
二
章
第
十
節
を
削
り
、
同
章
第
九
節
中
第
二
百
二
条
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
百
三
条
か
ら
第
二
百
五
十
八
条
ま
で

削
除

第
二
章
第
十
一
節
を
同
章
第
十
節
と
す
る
。

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
七
号
中
「
控
除
対
象
配
偶
者
」
を
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
号

を
削
り
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

控
除
対
象
配
偶
者

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
千
万
円
以
下
で
あ
る
市
町
村
民

税
の
納
税
義
務
者
の
配
偶
者
を
い
う
。

第
二
百
九
十
二
条
第
二
項
中
「
控
除
対
象
配
偶
者
」
を
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
、
第
六
款
及
び
第
八
款
」
を
「
及
び
第
六
款
」
に
改
め
、同
条
第
五
項
中「
に

お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
一
条
中
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
に
お
い
て
は
」
を
「
に

は
」
に
、「
条
例
の
」
を
「
条
例
で
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
控
除
対
象
配
偶

者
」
を
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
」
を
「
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
に
お
い
て

は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ハ
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中「
そ
れ
ぞ
れ
イ
」

を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
場
合

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
」
を
「
場
合

次
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、」に
改
め
、
同
号
イ

中
「
応
じ
」
を
「
応
じ
、」に
改
め
、
同
号
イ

中
「
同
年
」を「
前

年
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
応
じ
」
を
「
応
じ
、」に
改
め
、
同
号
イ

中
「
同
年
」
を
「
前
年
」
に
改
め
、
同

号
イ

及
び
ロ
中
「
応
じ
」
を
「
応
じ
、」に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
同
年
」
を
「
前
年
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
場

合

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
」
を
「
場
合

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、」に
改
め
、
同
号
ハ

中

「
応
じ
」
を
「
応
じ
、」に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
同
年
」
を
「
前
年
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
応
じ
」
を
「
応

じ
、」に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
同
年
」
を
「
前
年
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
応
じ
」
を
「
応
じ
、」に
改
め
、
同

項
第
五
号
の
三
中
「
て
ん
補
す
る
」
を
「
塡
補
す
る
」
に
、「
同
年
」
を
「
前
年
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
控
除

対
象
配
偶
者
」
を
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十

控
除
対
象
配
偶
者
を
有
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
金
額

イ

当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
九
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

三
十
三
万
円
（
そ
の
控
除

対
象
配
偶
者
が
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
（
控
除
対
象
配
偶
者
の
う
ち
、
年
齢
七
十
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
及
び
第
三
百
十
四
条
の
六
第
一
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
は
、
三
十
八
万
円
）


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